
- 1 - 

 

     

  

回収品目拡大による鉄くず回収量の比較（町内会別） (単位：kg) 

順位 町内会名 
回収量 

増加量 
30年度 29年度 

1 桜木 4,273.5 82.5 4,191.0 

2 若草 3,442.0 98.7 3,343.3 

3 弥生 3,353.5 62.0 3,291.5 

4 柏陽 1,720.5 46.5 1,674.0 

5 稲穂 1,591.5 297.5 1,294.0 

6 里美 1,315.0 51.5 1,263.5 

7 清流 1,177.5 26.5 1,151.0 

8 文京 1,149.0 ― 1,149.0 

9 高台 1,281.5 133.5 1,148.0 

10 ひばりヶ丘 1,097.0 24.5 1,072.5 

※回収量は平成 30年度と平成 29年度の 4月から 11月までの比較 
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集団資源回収の回収品目拡大に伴

い、平成 30年度と平成 29年度の 4月

から 11 月までの鉄くず回収量を比較

し、増加量が多い町内会は右表のとお

りとなりました。 

集団資源回収を行っている132の町

内会のうち、鉄くず回収量が 100kg 以

上増加した町内会は 71 団体で、その

内、14 団体は 1,000kg 以上増加して

います。 

最も増えた桜木町内会では、鉄くず

回収だけで 4,191.0kg 増えており、奨

励金も増えています。 

【桜木町内会のクリーンアップ推進員 上田紀彦さんに聞きました】 

鉄くずの回収をどの様にＰＲしたのですか？ 

 

 

 

 

なぜこんなに多くの鉄くずが回収されたのでしょうか？ 

 鉄くずに小型家電が含まれていませんか？  

集団資源回収の鉄くずには小型家電は含まれません。 

クリーンアップ推進員から町内会員のみなさまへ、「集団資源

回収では鉄くずに使用済み小型家電を出さないこと」をお知らせ

ください。 

クリーンアップ推進員 
 上田 紀彦さん 

TEL 0123-26-1213 

大きな鉄くずは年 2回の回収ですが、春と秋の町内会一斉の大掃除に合わせるこ

とで、町内会員の約 6割にあたる 400名ほどにＰＲできました。 

１回目の鉄くずの回収で出された鉄くずが殆ど回収され、あれもこれも回収して

もらえるのだと分かり、2回目は更に多くの鉄くずが出される様になりました。 

ＰＲがうまくいったのもあると思いますが、広い町内会なので、できるだけ運ぶ 

距離を短くできる様に、回収拠点を 5ヶ所に分散させています。また、桜木町内会は互助精神があり、

隣近所が協力しながら鉄くずを出すことで、高齢者世帯などからも鉄くずを回収することができ、多く

の鉄くずが回収されることに繋がったと思います。 
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集団資源回収の｢雑がみ｣や｢鉄くず｣の品目拡大に伴い、集団資源回収の概要、拡大した品目及び

資源物の出し方など、町内会等を対象に出前講座を行っています。 

出前講座で寄せられた質問と回答の一部をご紹介します。 

【問い合わせ先】 

公益財団法人ちとせ環境と緑の財団 事業課資源振興係 TEL：0123-26-1213 FAX:0123-22-1118 

【出前講座の資料】 【末広東町内会 スライドでの説明】 【真々地自治会 見本の雑がみで説明】 

ビニールひもは再生処理で異物となり、

取り除く必要があるので、紙ひもの使用

をお願いしています。 

雑がみを出す時は、紙ひもではな

く、ビニールひもを使ってはだめ

ですか？ 

Ｑ１ Ａ１ 

トイレットペーパーの芯とラッ

プの芯は同じ様ですが、どうして

トイレットペーパーの芯は雑が

みに出せないのですか？ 

Ｑ２ 
雑がみでは匂いの付いているものは回

収できません。トイレットペーパーの芯

には匂いのついているものが多いため、

回収できないものとしています。 

Ａ２ 

「紙パック」に出している牛乳パ

ックを、「雑がみ」に出してもいい

のでしょうか？ 

Ｑ３ 
牛乳パックはコーティングされた紙なの

で、集団資源回収の「雑がみ」には出せま

せん。「紙パック」に出してください。 

Ａ３ 

鉄くずの出し方で注意点はあり

ますか？ 

Ｑ４ 
金属以外の部分で取り外せる部分は、で

きるだけ取り外します。錆びている金属

でも出せますが、刃物などの危険物は出

せません。 

Ａ４ 

自転車だと、サドルやタイヤなど

の金属部分は外して出すのでし

ょうか？ 

Ｑ５ 

自転車の場合は、金属以外のサドルやタ

イヤ部分は外さずに、そのまま出せます。 

Ａ５ 
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クリーンアップ推進員20名、千歳市環境センター職員2名、財団役職員6名の総勢28名で、リサイク

ル関連施設を見学し、再資源化推進を図る上での知識向上に役立てました。 

最初に、牛乳パックを溶かしたパルプを使ったはがき作りを体験しました。どの様に紙が再生され

るのかを実践的に学ぶ機会となりました。次に、施設や事業内容の説明を受け、その後、焼却施設、破

砕施設、大型ごみから再生した自転車や家具の展示販売コーナー、市民から読み終えた本を提供して

もらい開設されたリユース文庫コーナーを見学しました。また、苫小牧市では、「053(ゼロごみ)大作

戦」と銘打って、まちぐるみでごみの減量とリサイクルの推進を図っているとのことでした。 

日 時：平成30年10月9日(火) 

研修先：①リサイクルプラザ苫小牧 

②日本製紙株式会社 

苫小牧工場勇払事業所 

員のみなさんも一生懸命耳

を傾け、積極的に質問し、今

回の研修で知識を増やそう

とする姿が見られました。今

日の見学で古紙類がどの様

にリサイクルされているか

を詳しく知ることができま

した。 【施設や事業内容の説明②】 【施設や事業内容の説明①】 

「リサイクルプラザ苫小牧」

これから見学する施設の説明を受けた後、ブロック状にまとめられた古紙類がいくつも積み上げら

れている集積所や新聞用紙製造ラインを見学しました。施設内で、大型機械から紙が送り出される光景

を目の当たりにしながら、機械ごとにどの様な処理が行われているかといった説明を受けました。推進
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リデュース・リユース・リサイクルの３Ｒへの理解を深め、子どもの頃から資源の大切さを学ぶ機会

とするため、10月の３Ｒ月間に合わせ講演会を開催し、53名の参加がありました。 

家庭でできるリサイクルや省エネへの取り組みについて３択クイズを盛り込み受講者が参加できる

講演となりました。地球の温室効果ガスが無かったら、地球の平均気温はマイナス19度になるという説

明には驚きの声が上がり、水を1分間出しっ放しにすると、１ℓの牛乳パック10本分を流す事になるな

ど、家庭生活に密着した話題にみなさん真剣に耳を傾けていました。 

 

 

 

 

を講師に、「北海道地球温暖化防止活動推進員 岡崎朱実 氏」をお迎えし、3Rと地球温暖化、省エネ・節電、

クールチョイスについてのお話をしていただきました。 

講演は、で回答する3択クイズを盛り込んだスライドを使う事で、考えながら学べる内容や、家庭にある家

電品の消費電力を実際に測る事で、どの様な家電品が電力を多く使うのか、また、一般電球とLED電球の使用

電力量を比較し、LED電球が省エネに繋がる事などが紹介されました。 

 

 

 

簡単なクイズを盛り込んだスライドを使いながら、家庭生活に密着したエコ活動が紹介されました。 

当日は、53名の出席があり、地球の温室効果ガスがなかったら地球の平均気温はマイナス19度になるとい

う説明には驚きの声が上がり、また、家庭の蛇口から水を1分間出しっぱなしにすると1リットルの牛乳パッ

ク10本分を流すことになるなどといった家庭生活に密着した話題に真剣に耳を傾けていました。 

【講演会の様子】 【温室効果ガスと地球の平均気温の関係】 

日時：平成30年10月６日(土) 

会場：北ガス文化ホール４階大会議室 

講師：北海道地球温暖化防止活動推進員 

岡崎 朱実  氏 

【水を 1 分間出しっ放しにしたら】 

印刷協力：株式会社カミノ 

ごみの減量、リサイクル、生ごみ、紙ごみ、古着、布リサイクル、容器包装  ３Ｒ）をテーマ

に、日常生活を楽しみながら環境にやさしい暮らし方やプチエコを学びませんか？ぜひ、みなさ

まご家族ご近所のみなさんお誘いあわせの上、お越しください。 

【日 時】：平成 31年３月 16日 土）13：30～15：30 

【会 場】：北ガス文化ホール 千歳市民文化センター）４階大会議室 

【定 員】：40名 千歳市民） 

【申込み】：平成 31年３月 15日 金）までに、電話でお申込みください。 

※事前にお申込みいただいた方、先着 40名様には粗品をプレゼント！ 

【講 師】：北海道ｅｃｏ-アカデミアトレーナー  石塚祐江 氏 

平成 31 年 1 月 21 日(月)までに、第３四半期分(10～12 月分)

の奨励金交付申請書を提出してください。なお、21 日(月)必着で

郵送も可能です。 

【提出書類】：奨励金交付申請書、回収事業者からの回収伝票の写し 

 

お知らせ 

【問い合わせ先】 

公益財団法人ちとせ環境と緑の財団 事業課資源振興係 

TEL：0123-26-1213  FAX：0123-22-1118 

Ｅ-mail：info@chitosekankyou-midori.or.jp 


